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Ⅰ 研究主題 

自分との関わりの中で考えさせるための道徳科授業の在り方 

～テーマ発問を取り入れた学習指導過程の工夫を通して～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

今後、児童を取り巻く環境は、少子高齢化が急激に進み、グローバル化の進展や絶え間ない技

術革新等により大きく変化していくと考えられる。その環境の中で、様々な文化や価値観を背景

とする人々と相互に尊重しながら生きることや、多様な価値観の存在を認識しつつ、自ら考え、

他者と対話しながら、よりよい方向を目指す道徳性の育成は、これまで以上に必要になると考え

られる。 

平成 27年３月、文部科学省は、学習指導要領を一部改正し、従来の道徳の時間を「特別の教科 

道徳」として、学校の教育課程に位置付けることを示した。また、平成 29年３月、学習指導要領

が改訂され、小学校では本年度より「特別の教科 道徳」の時間が全面実施となった。その理由

としては、児童を取り巻く環境が大きく変化し、その中で生きていく児童に、他者を尊重する力、

協力する力、主体的に判断する力、人間としてよりよく生きようとする力等が求められているか

らである。これらの力を育成するための道徳教育の充実が求められている。 

本県でも、これらを受けて、「第二次宮崎県教育振興基本計画」の中で「施策の目標Ⅱ 社会

を生き抜く基盤を育む教育の推進 施策３豊かな心を育む教育の推進 （１）道徳教育の充実」

と示しており、児童生徒の健全育成と児童の道徳性を養う道徳教育の充実が求められている。 

昨年度、所属校の職員に、道徳の授業の課題についてのアンケートを実施したところ、道徳の

教科化への不安が多数挙げられた。特に、展開前段において児童の意見は出るものの、展開後段

になると意見が出ないという課題が挙げられ、道徳主任会においても同様の課題について話題と

なった。これは、児童が道徳的価値や課題を自分との関わりの中で考える意識がなく、考えが深

まらないことが要因ではないかと考えた。展開前段でも展開後段でも、児童の意見が出るような

授業に改善するために、自分との関わり中で考えさせる指導方法について明らかにする必要があ

る。 

そこで、本研究では、理論研究において、資料のテーマそのものに関わってそれを掘り下げた

り、追求したりするテーマ発問の研究を通して、児童が自分との関わりの中で考えを深める発問

の在り方を明らかにする。また、一単位時間を通して、児童が自分との関わりの中で、考え続け

るような発問を主軸にした発問の構成や学習指導過程を作成する。その学習指導過程による授業

実践を行うことによって、それらの有効性について検証する。 

 

Ⅲ 研究目標 

テーマ発問を取り入れた学習指導過程の工夫を通して、児童に自分との関わりの中で考えさせ

るための道徳科授業の在り方を究明する。 

 

Ⅳ 研究仮説 

本研究におけるテーマ発問の在り方を明確にし、テーマ発問を主軸にした発問構成を基に、授

業改善を行えば、自分との関わりの中で考えさせる道徳科授業が実現できるであろう。 
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Ⅴ 研究内容 

 １ 理論研究  

⑴ 本研究の方向性 

ア 自分との関わりの中で考えさせるとは 

イ 目指す授業 

⑵ テーマ発問 

ア 発問に関する先行研究 

イ 本研究におけるテーマ発問 

ウ テーマ発問のつくり方 

⑶ テーマ解決的な学習指導過程の工夫 

ア テーマ発問を取り入れた発問構成 

イ テーマ解決的な学習指導過程の検証の視点 

２ 実践研究 

⑴ 検証授業Ⅰの実践 

ア テーマ発問づくり  イ 発問構成  ウ 実際  エ 考察  オ 成果と課題 

⑵ 検証授業Ⅱの実践 

ア テーマ発問づくり  イ 発問構成  ウ 実際  エ 考察  オ 成果と課題 

 

 

 

Ⅵ 研究計画 

月 研究内容 研究事項 研究方法 

４ 〇 研究の方向性 〇 研究主題・副題・仮説等の設定 文献研究 

５ ○ 理論研究 

〇 課長ヒアリング 

〇 研究内容・研究計画の設定 

〇 理論の構築 

文献研究 

６ ○ 理論研究 

○ 前期協議会の準備 

〇 前期協議会 

〇 理論の構築 

〇 前期協議会の資料・プレゼン作成 

文献研究 

 

７ 〇 再理論研究 

○ 実態調査Ⅰ 

○ 検証授業Ⅰ、Ⅱの構想 

〇 前期協議会を受けての理論の修正 

〇 実態調査の分析 

 

文献研究 

実態調査 

８ ○ 検証授業Ⅰ、Ⅱの構想 〇 検証授業Ⅰ、Ⅱの学習指導案作成・準備 文献研究 

９ ○ 検証授業Ⅰの実施 

〇 検証授業Ⅱの構想 

〇 検証授業Ⅰの実施と分析 

〇 検証授業Ⅱの学習指導案作成・資料準備 

実践と評価 

10 ○ 検証授業Ⅱの実施 〇 検証授業Ⅱの実施と分析 実践と評価 

11 〇 実態調査Ⅱ 

○ 後期協議会の準備 

〇 実態調査の分析 

〇 後期協議会の資料・プレゼン作成 

実態調査 

12 ○ 後期協議会 〇 後期協議会のまとめ  

１ ○ 研究のまとめ 〇 研究報告書の作成  

２ ○ 研究のまとめ 〇 パネルの作成  

３ ○ 研究発表会 〇 研究発表会の資料・プレゼン作成  
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Ⅶ 研究構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容 

教育的課題 

 

 

研究仮説 

 

本研究におけるテーマ発問の在り方を明確にし、テーマ発問を主軸にした発問構成を基に、

授業改善を行えば、自分との関わりの中で考えさせる道徳科授業が実現できるであろう。 

研究目標 

テーマ発問を取り入れた学習指導過程の工夫を通して、児童に自分との関わりの中で考

えさせるための道徳科授業の在り方を究明する。 

目指す児童の姿       自分との関わりの中で考える児童 

実践研究 

⑴ 検証授業Ⅰの実践 

  第２学年 規則の尊重 

  「黄色いベンチ」 

⑵ 検証授業Ⅱの実践 

  第２学年 規則の尊重 

  「どんなきまりがあるかな」 

理論研究 

⑴ 本研究の方向性 

⑵ テーマ発問 

⑶ テーマ解決的な学習指導過程の 

工夫 

 

 

社会の要請 新学習指導要領 
第二次宮崎県 

教育振興基本計画 
児童の実態 
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・ これまでの自分の経験を思い出し、その時に感じたことや思ったことを基にして登

場人物の心情を考える児童 

・ 自分の課題に気付く児童 

・ 登場人物の生き方を参考にしてこれからの自分の生き方について考える児童 

 

Ⅷ 研究の実際 

１ 理論研究  

⑴ 本研究の方向性 

ア 自分との関わりの中で考えさせるとは 

     道徳科の授業では、様々な教材を使って、児童に道徳的な判断力、心情、実践意欲と態

度を育てる。教材の多くは、読み物資料であり、読み物資料を使う場合、教材の中の登場

人物の行為に着目させ、どのような思いや心情からその行為を生み出したのかを考えさせ

たり、話し合わせたりする。そして、自分に当てはめて考えさせる。このような授業を通

して、児童は、これまでの自分の経験を思い出し、その時に感じたことや思ったことを基

にして、登場人物の心情を考えながら道徳性を高める。そして、自分の課題に気付き、登

場人物の生き方を参考にしてこれからの自分の生き方について考える。 

本研究では、次のような児童を、自分との関わりの中で考える児童と捉える。 

そして、このような児童の姿が見られるような授業を、自分との関わりの中で考えさせ

る授業と捉える。 

 

イ 目指す授業 

展開前段で意見は出るが、展開後段になると意見が出ないという課題は、児童が道徳的

価値や課題を自分との関わりの中で考える意識がなく、考えが深まらないのではないかと

考えた。そこで、展開前段でも展開後段でも自分との関わりの中で考えさせ、児童の意見

が出るような授業に改善することを構想した。 

そのためには、発問の工夫が必要である。道徳科の授業における発問は、「児童が自分

との関わりの中で道徳的価値を理解したり，自分を見つめたり，物事を多面的・多角的に

考えたりするための思考や話合いを深める上で重要」なものである。一単位時間を通して、

授業の主軸となり、ねらいとする道徳的価値について考えさせる流れをつくるための発問

と、流れを維持しながら、自分との関わりの中で考えられるような発問構成があれば、児

童は自分をふり返り、自分の考えをもつことができる。自分の考えをもつことができれば、

自分の考えたことをまとめることができる。そして、まとめた考えを基に他者と話合わせ

ることによって、意見が出しやすくなるとともに、他者の視点から道徳的価値や課題につ

いて考えることができる。他者の視点から考えることによって、児童に新たな気付きが生

まれ、更に、自分の考えを深めていくことができる。合わせて、自分との関わりの中で考

えられるような発問を生かせるような発問構成が必要である。 

そこで、一単位時間を通して、ねらいとする道徳的価値について考えさせる流れをつく

るための発問と、流れを維持しながら、自分との関わりの中で考えられるような発問構成

を考え、授業改善をしていく。このことにより、これまでの自分の経験を思い出し、その

時に感じたことや思ったことを基にして登場人物の心情を考える児童、自分の課題に気付

く児童、登場人物の生き方を参考にしてこれからの自分の生き方について考える児童の姿

が見られる授業を目指す。 
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⑵ テーマ発問 

ア 発問に関する先行研究 【永田繁雄氏（東京学芸大学 教授）の提唱するテーマ発問】 

【表１】は、永田繁雄氏の発問に対する考え方をまとめたものである。 

 

【表１ 永田氏の発問に関する考え方（筆者まとめ）】 

○ 発問には、問い掛ける対象の大きさによって、次の４つがある。 

 

場面 

発問 

資料中のある場面に即して、そこでの登場人物の心情や判断、行為の理由等

を問うたり、気付きを明らかにしたりする発問。ある場面での人物の内面を掘

り下げることが多い。「安全運転」型。 

テーマ 

発問 

資料のテーマそのものに関わってそれを掘り下げたり、追求したりする発

問。人物の生き方や資料の全体や変化等に着目して子供自身の考えを問うこと

が多い。「冒険運転」型。 

○ ①の多くは場面発問、②③④はテーマ発問の性格が強くなる。 

問い掛ける対象の大きさを意識することで、発問にダイナミズムが生まれる。 

○ 場面発問とテーマ発問は、厳密に分けられるものではない。 

 

イ 本研究におけるテーマ発問 

永田氏の述べる「テーマ発問」は、資料のテーマそのものについて問うものであり、子

供自身の考えを問うことにも適していることから、本研究の課題解決に適していると捉え

た。さらに、「テーマ発問」の中の「価値を問う発問」を、授業の主軸となる発問とする。

よって、テーマ発問づくりの際には、ねらいとする道徳的価値について考えさせる流れを

つくることを意識する必要がある。 

 

ウ テーマ発問のつくり方 

     テーマ発問をつくるにあたって、【図１】のように、まず、内容項目を確認した。内容項

目は、「児童が人間として他者とよりよく生きていく上で学ぶことが必要と考えられる道



１－6 

 

 

 

徳的価値を含む内容を，短い文

章で平易に表現したもの」だか

らである。どのように内容項目

を取り扱うのかと確認すること

によって、児童に考えさせたい、

気付かせたい、理解させたい道

徳的価値が明らかになると考え

る。 

     合わせて、児童の実態も分析

し、児童の課題から、主として

ねらう道徳性の諸様相を明らか

にする。 

     道徳的価値と主としてねらう

道徳性の諸様相を基に、ねらい

を立てる。そして、ねらいをふ

まえ、一単位時間を通して、考

えさせるようなテーマ発問にした。 

      

⑶ テーマ解決的な学習指導過程の工夫 

ア テーマ発問を取り入れた発問構成 

テーマ発問は、教師が一方的に提示するのではなく、児童の問題意識から生まれるよう

に設定する。そのために、テーマ発問設定以前に、児童に問題意識をもたせる発問が必要

となる。そこで、【図２】のような発問構成と学習指導過程を考えた。本研究では、この

学習指導過程を「テーマ解決的な学習指導過程」とし、それぞれの段階を、「導入・テー

マ設定・テーマ追求・テーマ解決・終末」とする。 

導入段階では、日常生活や教材の中の問題等を取り上げ、問題意識をもたせる発問を使

い、児童にねらいとする道徳的価値についての問題意識をもたせるようにする。 

テーマ設定段階では、問題意識からテーマ発問の設定につなげる。児童は、問題意識が

テーマ発問によって言語化されるので、自分が何について考えるかを明確にすることが

できる。 

テーマ追求段階では、教材の中の登場人物の心情を考えさせることによって、テーマ発

問で問われていることを追求させる。教材の中の登場人物の心情を考えさせる発問は、5

ページに示した【表１】で整理した場面・人物・資料・価値を問う発問を組み合わせる。

例えば、教材によって、ねらいとする道徳特的価値に迫らせるために、登場人物の心情や

生き方について考えさせる場合がある。その際、場面を問う発問・人物を問う発問を効果

的に組み合わせる。 

テーマ解決段階では、テーマ発問が問うていることを再度問い、教材を通して考えたこ

とを再確認させることによって、価値の一般化を図る。その後、児童の生活の様子を想起

させ、テーマ発問で問われていることを自分に当てはめて考えさせることによって、児童

は、これからの自分の生き方を考えることができる。 

【図１ テーマ発問のつくり方】 
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終末段階では、「今日の学習で大切だなと思ったことは何ですか」という発問をして、

考えた道徳的価値を自分の道徳的価値として受け入れるようにし、ねらいとする道徳的価

値に一層迫らせる。 

 

イ テーマ解決的な学習指導過程の検証の視点 

⑵⑶を踏まえ、本研究では、【表２】の視点で検証していくことにする。 

【表２ 本研究の検証の視点】 

学習指導過程 検証の視点 

導入・テーマ設定 
児童は、ねらいとする道徳的価値について問題意識をもち、テー

マ設定につなげることができたか。 

テーマ追求 
児童は、教材の中の登場人物の心情を自分との関わりの中で考え

ながら、テーマ発問で問われていることを追求できたか。 

テーマ解決 
児童は、テーマ発問によって、自分との関わりの中で考えること

ができたか。 

終末 自分との関わりの中で考えた記述があったか。 

 

 

 

 

【図２ 発問構成とテーマ解決的な学習指導過程】 
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 ２ 実践研究 

⑴ 検証授業Ⅰの実践 

ア テーマ発問づくり 

検証授業Ⅰの内容項目、教材、児童の実態は、【表３】のとおりである。 

 

【表３ 検証授業Ⅰの内容項目、教材、児童の実態】 

内容項目・ 

児童の実態・教材 
内 容 

内容項目 
「規則の尊重」 

約束やきまりを守り，みんなが使う物を大切にすること。 

 

教材 

「黄色いベンチ」 

（教材の特徴を踏まえ、今回は、みんなが使う物（公共物）を大

切に使うことについて考えさせることに重点を置く。） 

 

 

児童の実態 

 

 

○ 第２学年（男子 12名、女子 13名） 

○ 公共物の使い方についての事前アンケートでは、「きれいに大

切に使っている」という意見が多かった。 

○ 担任への聞き取り調査の結果、日常生活において、児童は公共

物をやや乱暴に使っている姿をよく見かけ、実際は大切に使って

いないということが分かった。 

 

まず、内容項目の確認を行い、道徳的価値を明らかにする。公共物を大切にしなくては

いけない理由は、公共物はみんなの物であり、自分勝手に使うと困る人がいるからである。 

次に、事前アンケート結果と担任への聞き取り調査結果から、児童の実態の分析を行う。

児童は、公共物の使い方について、分かっているつもりでもできていないという課題があ

る。 

このような内容項目と児童の実

態を基に、検証授業Ⅰのねらいを

「公共物を自分勝手に使うと困る

人がいることに気付き、公共物を

大切にしようとする心情を育て

る。」とする。 

そして、公共物を大切にする心

情を育て、公共物を自分勝手に使

うと困る人がいることに気付かせ

るために、テーマ発問を「みんな

が使う物を使う時、どのような気

持ちや考えがあればよいのだろう

か。」とする。 

以上のテーマ発問づくりをまと

めたのが、【図３】である。 

【図３ 検証授業Ⅰのテーマ発問のつくり方】 
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【図４ 検証授業Ⅰの発問構成】 

 

 

イ 発問構成 

アを踏まえ、【図４】のような発問

構成を考えた。 

導入段階では、事前アンケート結果

（できていると思っている児童の姿）

と実際の公共物の使い方（やや乱暴に

使っている児童の姿）とを比較させ、

その違いから児童に問題意識をもた

せる。 

テーマ設定段階では、児童の問題意

識からテーマ発問設定につなげる。 

テーマ追求段階では、登場人物の心

情を考えさせた後に、登場人物のこれ

からの生き方について考えさせて、ね

らいとする道徳的価値に迫らせる。そ

のために、場面を問う発問・場面を問

う発問・人物を問う発問を組み合わせ

る。まず、場面を問う発問を使って、

遊びに夢中になっている２人の気持ちに気付かせる。次に、女の子やおばあさんの心情を

問う場面発問を使って、公共物を自分勝手に使われて困っている人の気持ちに気付かせる。

そして、人物を問う発問を中心発問とし、自分勝手な行為によって、周りの人が困ってい

ることに気付き、反省したり、後悔したり、これからの生き方や行動について考えたりし

ている登場人物の心情を考えさせる。 

テーマ解決段階では、テーマ発問が問うていることを再度問い、教材を通して考えたこ

とを再確認させるようにし、価値の一般化を図る。その後、導入段階で示した実際の公共

物の使い方（やや乱暴に使っている児童の姿）を想起させ、テーマ発問で問われているこ

とを自分に当てはめて考えさせる。 

終末段階では、「今日の学習で大切だと思ったことは何ですか」という発問を使って、

ねらいとする道徳的価値に一層迫ることをねらう。 

 

ウ 実際 

検証授業Ⅰの発問と児童の様子、教師の意図と考察は、【表４】の通りである。 

 

【表４ 検証授業Ⅰの実際】 

段階 発問と児童の様子（Ｔ：教師 Ｃ：児童） 教師の意図と考察 

 

導

入 

 

 

 

アンケート結果と実態の違いから、でき

ていると答えながら、できていないという

課題に気付かせ、「できるようになるため

にはどうすればよいのだろうか。」という

ような問題意識をもたせることにした。 

【公共物の使い方アンケート結果】 

・なかよくゆずりあって使っている

（７人） 

・こわさないで使っている（７人） 

・きれいに大切に使っている（16人） 
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導  

入 

 

 

 

【図５ 児童の反応の様子】 

 

しかし、【図５】のように、ほとんどの

児童に反応がなかった。これは、教師の

実演を、児童は教師から指摘されたこと

だと捉え、問題意識がもてなかったため

ではないかと考える。 

 

Ｔ 言っていることとやっていることが

違うことが時々あります。こういうこ

とは気持ちや考えが足りない時に起き

ます。今日はそれを考えましょう。 

児童が問題意識をもたせることができ

なかったために、テーマ発問設定にうま

くつなげることができなかった。 

 

 
児童は、椅子や机の上に立ち、飛行機

を飛ばすしぐさを見せた。その後、よく

飛ばすための工夫としてベンチに登った

という発言があった。 

動作化を取り入れ、児童に、遊びに夢

中になって、「楽しい」「おもしろい」と

思っている２人の心情に気付かせようと

した。その後、場面を問う発問をした。 

 

嫌だと思っている心情、傷ついた心情、

困っている心情、怒っている心情の発言

があった。 

 

公共物を自分勝手に使われて困ってい

る女の子やおばあさんの心情を考えさせ

るために、場面を問う発問をした。 

登場人物の心情を考え、発言する児童

の姿から、児童は登場人物に自分を投影

しながら考えていることが分かり、児童

は自分と関わりの中で考えることができ

たと考える。 

○ 問題意識をもたせる発問 

「本当に大切にしていますか。」 

○ 場面を問う発問 

「どうして２人はしたのかな。」 

○ 場面を問う発問 

「女の子やおばあさんは、どんな気 

持ちだったでしょう。 

テ
ー
マ
追
求 

★ テーマ発問 

「みんなが使う物を使う時、どの

よな気持ちや考えがあればよいの

だろうか。」 

（） 

テ
ー
マ
設
定 
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【児童のワークシート】 

 

 

Ｃ 靴のまま登ったらいけなかったね 

Ｃ そうかもしれないね。 

Ｔ どうしてそう言ったのかな。 

Ｃ 女の子の服が汚れちゃったから。 

Ｃ 僕もそう思った。 

 

 

 

２人の心情を深く考えさせるために役

割演技を取り入れた。その後、人物を問

う発問をした。 

役割演技では、左のように、行為の発

言が多く、行為を生む心情について発言

する児童はいなかった。 

しかし、ワークシートには、「みんなが

すわるもの」「めいわく」「わるいことし

た」等と書いていた。このように、道徳

的価値について考えたり理解したりした

記述があった児童は、24名であった。 

これは、テーマ追求段階を通して、立

場の違う登場人物の心情を考えさせる発

問や、役割演技をさせながら話し合わせ

る発問を使って考えさせたことによっ

て、児童は登場人物に自分を投影しなが

ら自分との関わりの中で考えることがで

き、また、多面的に考えることができた

からではないかと考える。そして、児童

の考えが深まり、道徳的価値について考

えたり理解したりした記述につながった

のではないかと考える。 

 

「みんなが使う物」「大切に」「汚さな

いように」「次に使う人の気持ちを考え

る」「決まったルール」という発言があっ

た。 

 

教材を通して考えたことを再確認さ

せ、価値の一般化を図らせるために、再

度テーマ発問をした。 

左のような発言は、ねらいとする道徳

的価値に迫る発言であった。これは、テーマ

追求段階において、児童の考えが深まっ

た後に、テーマ発問で問われていること

を考えさせたことによって、児童は、ね

らいとする道徳的価値について考えるこ

とができたのではないかと考える。 

 

 

 

 

 

導入段階で用いたお椀の使い方をふり

返らせた後に、自分に当てはめて考えさ

せる発問をし、できていないという課題

に気付かせたり、これからどうしたいの

かと考えさせたりするようにした。 

◎ 人物を問う発問 

「この後、２人はどんなことを話し

たのでしょう。」 

テ
ー
マ
追
求 

★ テーマ発問 

「みんなが使う物を使う時、どの

ような気持ちや考えがあればよい

のだろうか。」 

テ
ー
マ
解
決 

○ テーマ発問で問われていることを 

自分に当てはめて考えさせる発問 

「みんなはどうかな。」 
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Ｃ 大切に使わないとだめだと思う。 

Ｃ 大切に使う。 

Ｃ 大切にこわさないで使う。 

Ｃ こわさないように大事に使う。 

Ｃ きちんと割らないで使う。 

 

【図６ 児童の反応の様子】 

「大切に」「大事に」という発言は、ね

らいとする道徳的価値に迫る発言であっ

た。また、「こわさないで」「割らないで」

という発言は、問題意識を持続させなが

ら、これからどうしたいのかと考えた発

言であった。 

しかし、そのような発言をした児童は

【図６】の９名のみで、残りの 16名には

なかった。また、意見の多くは、行為に

関することであった。これは、給食のお

椀の使い方についてふり返らせた時、児

童の反応が少なかったことから、児童は、

自分の課題に気付くことができなかった

のではないかと考える。 

 

 

ねらいとする道徳的価値に一層迫る発

問をし、ワークシートに書かせた。 

20名の児童のワークシートの中に、大

切だと思ったことが書かれていた。しか

し、これからの自分の生き方について考

えた記述は 14名、残りの 11名の児童に

はなかった。 

これは、導入段階において、児童に問

題意識をもたせることができなかったこ

とに加えて、テーマ解決段階において、

児童に課題に気付かせることができなか

ったために、最後まで自分との関わりの

中で考えることができなかったためだと

考える。 

 

エ 考察 

【表５】は、テーマ追求・終末

段階における児童の記述内容を分

類した結果をまとめたものである。 

テーマ追求段階から終末段階に

かけて、他人への迷惑の分類が減

り、規則の尊重の分類が増えてい

る。これは、児童は、迷惑をかけ

たことに気付いた登場人物の気持ちを考えることができ、その後、再度テーマ発問によっ

て考えたことにより、本時のねらいとする道徳的価値である規則の尊重に迫ることができ

テ
ー
マ
解
決 

終
末 

○ ねらいとする道徳的価値に一層迫

る発問 

「今日の学習で大切だと思ったこ

とは何ですか。」 

【児童のワークシート】 

 

【表５ テーマ追求・終末段階における 

児童の記述内容（複数回答あり）】 

 記述内容の分類 
テーマ 

追求（人） 
終末（人） 

規則の尊重 ３ 14 

他の人への迷惑 18 10 

自律的な考え ０ ０ 

その他 18 ４ 
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たのではないかと考える。しかし、人数はあまり多くない。これは、児童に問題意識をも

たせられず、また、課題に気付かせられなかったために、児童の価値観が高まらなかった

ためではないかと考える。 

 

オ 成果と課題 

○ テーマ追求段階において、動作化や役割演技をさせながら場面や人物を問う発問をし

たり、多面的な考え方をもたせるための場面を問う発問したりしたことによって、児童

は、２人の登場人物に自分を投影しながら考えることができた。 

○ テーマ解決段階において、再度テーマ発問をすることによって、児童は教材を通して

考えたことを再確認することができた。 

● 児童に問題意識をもたせ、自分の課題に気付かせるような発問構成の工夫が必要であ

る。 

 

⑵ 検証授業Ⅱの実践 

ア テーマ発問づくり 

検証授業Ⅱの内容項目、教材、児童の実態は、【表６】のとおりである。 

 

【表６ 検証授業Ⅱの内容項目、教材、児童の実態】 

内容項目・ 

児童の実態・教材 
内 容 

内容項目 
「規則の尊重」 

約束やきまりを守り，みんなが使う物を大切にすること。 

 

教材 

「どんなきまりがあるのかな」 

（教材の特徴を踏まえ、今回は、約束やきまりを守ることについて

考えさせることに重点を置く。） 

 

 

 

児童の実態 

 

 

 

○ 第２学年（男子 12 名、女子 13 名） 

○ 規則の尊重についての事前アンケートでは、全員がきまりを守っ

ている、だいたい守っていると記述していた。 

○ しかし、その理由がない児童や、怒られるからきまりを守るとい

う理由をもつ児童が多い。 

○ 担任への聞き取り調査の結果、日常生活において、きまりを

守っていない姿をよく見かけ、実際はできていないということが分

かった。 

 

まず、内容項目の確認を行い、道徳的価値を明らかにする。約束やきまりを守る理由は、

周囲の人に迷惑をかけないため、また、みんなが気持ちよく安心して過ごすためである。 

次に、事前アンケート結果と担任への聞き取り調査結果から、児童の実態の分析を行う。

児童は、きまりを守っていると言っているが、実際はできていないという課題がある。 

このような内容項目と児童の実態を基に、検証授業Ⅱのねらいを「みんなが気持ちよく

安心して過ごすために約束やきまりがあるということに気付き、しっかり守ろうとする心
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情を育てる。」とする。 

そして、きまりを守ろうと

する心情を育て、みんなが気

持ちよく安心して過ごせるた

めに約束やきまりがあるとい

うことに気付かせるために、

テーマ発問を「心の中に、ど

のような気持ちがあれば、き

まりを守るのだろう。」とする。 

以上のことをまとめたのが、

【図７】である。 

 

イ 発問構成 

アを踏まえ、【図８】のよ

うな発問構成を考えた。 

     導入段階では、学校外のきまりに

ついて想起させた後、場面絵を提示

し、何が問題かと話し合わせること

によって、児童に問題意識をもたせ

る。そして、テーマ発問設定につな

げる。 

     テーマ追求段階では、教材の中の

問題を見付けさせた後に、登場人物

の心情と登場人物の生き方から学

んだことを考えさせて、ねらいとす

る道徳的価値に迫らせる。そのため

に、資料を問う発問・場面を問う発

問・人物を問う発問を組み合わせる。

まず、場面絵を提示し、資料を問う

発問を使って、教材の中の問題を見

付けさせる。次に、場面を問う発問

を使って、周りの人々の困っている

気持ちに気付かせる。そして、人物

を問う発問を中心発問とし、みんな

が気持ちよく安心して過ごすため

に約束やきまりがあることに気付かせる。この時、テーマ発問と似ている問いかけにすれ

ば児童は考えやすいのではないかと考えたため、「女の子の中に、どのような気持ちがあ

れば、きまりを守ったのでしょう」とする。 

     テーマ解決段階では、テーマ発問が問うていることを再度問い、教材を通して考えたこ

とを再確認させるようにし、価値の一般化を図る。その後、事前アンケート結果の「怒ら

【図７ 検証授業Ⅱのテーマ発問のつくり方】 

 

【図８ 検証授業Ⅱの発問構成】 
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れるからきまりを守る」を提示し、「怒る人がいなかったら、どうするの」と問うことに

よって、自分の生活を想起させ、テーマ発問で問われていることを自分に当てはめて考え

させる。 

終末段階では、「今日の学習で大切だと思ったことは何ですか」という発問を使って、

ねらいとする道徳的価値に一層迫ることをねらう。 

 

ウ 実際 

検証授業Ⅱの発問と児童の様子、教師の意図と考察は、【表７】の通りである。 

 

【表７ 検証授業Ⅱの実際】 

段階 発問と児童の様子（Ｔ：教師 Ｃ：児童） 教師の意図と考察 

 

ほとんどの児童が、「飛び出し」「車

が通っているところでサッカーボールを

蹴っている」等と発言したり、問題場面

を指差したりする等の反応を示した。 

 

【図９ 児童の反応の様子】 

 

場面絵①を提示し、何が問題かと発問

することによって、児童の問題意識をも

たせるようにした。 

【図９】のように、22名の児童が反応

を見せた。このことから、児童は問題意

識をもてたと捉えた。 
 

Ｔ こういうことは、心の中で何かが足

りない時に起きます。今日はそのこと

を考えましょう。 

児童が問題意識をもてたので、スムー

ズにテーマ発問の設定につなげることが

できた。 

 

 

 

  

 

「赤信号で渡ってる」「右、左見ないで

渡ってる」「手を挙げてない」等の発言が

あった。 

場面絵②につい

ても、何が問題かと

発問し、児童の問題

意識を継続させる

ようにした。児童は

すぐに問題を見付

けることができた。 

 

テ
ー
マ
設
定 

導
入 

★ テーマ発問 

「心の中に、どのような気持ちが

あれば、きまりを守るのだろう。」 

テ
ー
マ
追
求 

○ 問題意識をもたせる発問 

「何が問題ですか。」 

【場面絵①】 

 

ボールを追いかけている女

の子が、車道に飛び出しそう

になっている絵 

○ 資料を問う発問 

「何が問題ですか。」 【場面絵②】 

 

赤信号で横

断歩道を渡っ

ている女の子

の絵 
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困った心情、心配する心情についての

発言があった。 

 

Ｔ 周りに誰もいないから横断歩道を渡

ってもいいんじゃない。 

Ｃ ダメ。 

Ｔ 何でダメなんですか。 

Ｃ 急に車が来ることがある。 

Ｃ ひかれる。Ｃ死ぬ。Ｃ大けが。 

Ｃ 危ない。 

Ｃ 信号は青じゃないと渡ったらだめだ

から。 

Ｃ 日本のきまりだから。 

Ｃ 急に曲がってきて、道路に来るかも

しれない。 

Ｃ 車が通る方は青だから、ぶつかる。 

周りの人々の困ったり心配したりし

た心情を考えさせるために、場面を問う

発問をした。 

児童から、左のような発言があった。 

 

 

 周りに誰もいなくても、きまりを守ら

なければならない心情を考えさせるた

めに、補助発問「周りに誰もいないから

横断歩道を渡ってもいいんじゃない。」

と発問した。 

 左のように、危険予測した発言「急に

車が来る」、女の子を心配する発言「ひ

かれる」、生命尊重「死ぬ」、規則の尊重

「日本のきまり」等の発言があった。 

登場人物の心情を考え、発言する児童

の姿から、児童は、登場人物に自分を投

影しながら考えていることが分かり、自

分との関わりの中で考えることができ

たと考える。 

 
 

児童は、すぐに友達の方を向き、話合

いを始めた。発言内容は、規則の尊重、

生命尊重、危険予測、周りの人や家族に

迷惑がかかったり、心配させたりするこ

とであった。友達の意見を聞いて、うな

ずく姿が多くあった。 

 

 みんなが気持ちよく安心して過ごす

ために約束やきまりがあることに気付

かせるために、人物を問う発問をし、ペ

アでの話合い活動を入れた。 

 

 

 

 

同じ発問を使って、ワークシートに書

かせたら、危険予測の記述 17 名、規則

の尊重の記述 16 名、生命尊重の記述 16

名、周りの人の迷惑や心配する記述 6名

であった。また、女の子を心配した記述、

女の子のお父さん・お母さんや運転手の

心情の記述があった。 

このことから、児童は、登場人物に自

分を投影しながら考えたり、多面的に考

えたりすることができたと考える。 

 

 

テ
ー
マ
追
求 

○ 場面を問う発問 

「周りの人々は、どのようなことを

考えているのでしょう。」 

◎ 人物を問う発問 

「女の子の中に、どのような気持ちが

あれば、きまりを守ったのでしょう。」 

【児童のワークシート】 
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危険予知、善悪の判断、相手を意識し

た発言があった。 

 

 

教材を通して考えたことを再確認さ

せ、価値の一般化を図らせるために、再

度テーマ発問をした。 

左のような発言は、ねらいとする道徳

的価値に迫った発言である。これは、検

証授業Ⅰと同様に、テーマ追求段階にお

いて、児童が多面的に考えながら自分の

考えを深め、その後、テーマ発問で道徳

的価値について考えさせるという発問構

成と学習指導過程が効果的であったため

だと考える。 

 

 

24名の児童が苦笑いした表情や、しま

ったというような表情を見せた。 

 

Ｃ 自分たちできまりを守る。 

Ｃ 自分で考える。 

Ｃ 言われなくてもやる。 

Ｃ 自分で守る。自分たちが、悪いこと

をしている人に、ダメだよって注意す

る。 

Ｃ もし気付いていなかったら、注意を

します。 

Ｔ あなたは。 

Ｃ 交通安全を守る。 

児童の他律的な考え方できまりを守っ

ているという課題に気付かせるために、

事前アンケート結果を提示した。その後、

テーマ発問で問われていることを自分に

当てはめて考えさせる発問をし、課題に

ついて考えさせた。 

 

 

左のように、自分で考えることが大切

であると気付いた発言があった。これは、

事前アンケート結果の提示によって児童

に自分の課題に気付かせ、その後、テー

マ発問で問われていることを自分に当て

はめて考えさせた結果、児童の考えが深

まり、これから自分はどうしたいのかと

考え、「自分で」と発言したのではないか

と考えた。 

 

 

 

 

ねらいとする道徳的価値に一層迫る

発問をし、ワークシートに書かせた。 

【事前アンケート結果 

（きまりを守る理由）】 

・ 怒られるから。 

・ 「守らないといけない」と言われ

たから。 

○ テーマ発問で問われていることを

自分に当てはめて考えさせる発問 

「怒る人がいなかったら、どうす

るの。」 

★ テーマ発問 

「心の中に、どのような気持ちが

あれば、きまりを守るのだろう。」 

テ
ー
マ
解
決 

○ ねらいとする道徳的価値に一層迫

る発問 

「今日の学習で大切だと思ったこ

とは何ですか。」 

終 

末 
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全員の児童のワークシートの中に、大

切だと思ったことが書かれていた。ま

た、21名のワークシートの中に、左のよ

うな「守ってと言われなくても守る」「車

が来てなくても交通安全を守る」等、こ

れからの生き方について考えた記述が

あった。 

これは、児童の問題意識が導入段階か

ら終末段階まで持続したこと、事前アン

ケート結果を見て児童自身の課題に気

付いたこと、テーマ発問を自分に当ては

めて考えたことによって、これからの自

分の生き方について考えたのではない

かと考える。 

 

エ 考察 

【表８】は、テーマ追求・終末段

階における児童の記述内容を分類

した結果をまとめたものである。 

どの分類も増えている。これは、

導入段階で児童に問題意識をもた

せ、テーマ追求段階において、資料

を問う発問で問題意識を持続させ

たり、場面を問う発問やペアでの話合い活動を入れて多面的に考えさせたりした結果、児

童の考えが広がり、多様な価値観をもつことができた児童が増えたと考える。その後、再

度テーマ発問をして考えたことを再確認させたことによって、規則の尊重、安心・迷惑を

かけないという記述の増加につながったのではないかと考える。 

また、導入段階から児童はねらいとする道徳的価値について考え続けた上に、自分に当

てはめて考えさせる発問をしたことによって、児童の考えが深まり、自律的な考え方の記

述の増加につながったのではないかと考える 

 

オ 成果と課題 

○ テーマ解決段階において、事前アンケート結果の提示後、テーマ発問で問われている

ことを自分に当てはめて考えさせた結果、児童は自分の課題に気付き、自分はどうした

いのかと考えることができた。 

○ テーマ発問を主軸としたテーマ解決的な学習指導過程により、児童は、一単位時間を

通して、自分との関わりの中で考え続けることができた。 

● 教材の中から問題を見付けさせるだけでなく、日常生活における様々な場面の問題を

見付け、テーマ発問につなげる発問構成についても考えたい。 

【児童のワークシート】 

  

 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

【表８ テーマ追求・終末段階における 

児童の記述内容（複数回答あり）】 

 記述内容の分類 
テーマ 

追求（人） 
終末（人） 

規則の尊重 16 19 

安心・迷惑をかけない ６ 11 

自律的な考え １  ６  
その他 17 ０ 
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Ⅸ 成果と課題 

１ 実態調査の結果と考察 

【図 10】は、検証授業前の７月と検証授業Ⅰ、Ⅱ後の 10月に実施した、本学級児童の道徳

に対する実態調査の結果である。 

７月の回答に比べて、10月の回答はおおむね肯定的な回答が増えている。特に、実態調査結

果②の「登場人物の気持ちを考える」「『自分はどうかな』を考える」については、肯定的な回

答が大幅に増えている。検証授業Ⅱでの話合いの様子や発言内容を踏まえると、テーマ解決的

な学習指導過程で登場人物に自分を投影して考え、自分との関わりの中で考えることが好きな

児童が増えたと判断できる。 

また、実態調査結果②の「友達の意見を聞いて、新しい考えを見付ける」についても、肯定

的な回答が著しく増えている。これは、テーマ追求段階において、何が問題かを考えさせ、そ

の後問題場面を見ている人に児童を投影させて考えさせたことによって、児童から多様な考え

方を引き出すことができ、意見交換させることができたためだと考えられる。 

実態調査結果③④は、児童の記述内容を、自律的な考え方（「自分やみんなが気持ちよくなる

から」等）、社会律的な考え方（「きまりだから」等）、他律的な考え方（「大人に言われたから」

等）、その他（「理由なし」等）に分けた結果である。他律的な考え方が減り、自律的な考え方

が増えている。これは、テーマ発問を主軸に発問構成をし、テーマ解決的な学習指導過程によ

る授業を行った結果、児童は問題意識をもち、考え続けることができたので、児童の考えを深

めることができたためだと考えられる。 

 
【図 10 実態調査結果】               （７月 24名実施 10月 25名実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

① 道徳科の授業は好きですか。 

７月 71％ 

10 月 80％ 
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２ 成果と課題 

⑴ 成果 

○ 児童が 1単位時間を通して自分との関わりの中で考えることができるような発問構成を

明らかにすることができた。 

○ テーマ発問を主軸に発問構成をし、テーマ解決的な学習指導過程による授業を行ったこ

とによって、児童は問題意識をもち、考え続けることができたので、児童の考えを深める

ことができた。 

 

⑵ 課題  

● ねらいや教材に応じた検証方法の在り方 

● カリキュラム・マネジメントの視点からの他教科や特別活動等と関連した授業の在り方

とテーマ発問づくり 
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